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３
９
６
４
４
筆
の
署
名
を
添
え
て
提
出
し
た
、

東
京
社
保
協
の
「
子
育
て
支
援
の
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
充
と
子
ど
も
の

保
険
料
軽
減
を
求
め
る
」
陳
情
が
、
９
月

26
日
の
厚
生
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
当
日

は
13
人
が
委
員
会
傍
聴
を
行
い
審
査
を
見

守
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
共
産
党
２
人
の

賛
成
の
み
で
陳
情
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。質

疑
に
立
っ
た
共
産
党
和
泉
都
議
は
、

「
子
ど
も
に
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
て
い
る

公
的
保
険
は
国
保
だ
け
だ
。
経
済
的
に
不

安
定
な
子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

子
育
て
支
援
の
中
心
的
柱
の
一
つ
」
「
全

国
知
事
会
も
子
ど
も
保
険
料
（
均
等
割
）

の
軽
減
の
必
要
性
を
国
の
求
め
て
お
り
、

都
知
事
も
賛
同
し
て
い
る
。
子
ど
も
保
険

料
軽
減
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
の
か
」

な
ど
と
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
京
都
は
、
低
所
得
世
帯
に

対
し
て
は
法
定
軽
減
制
度
が
あ
る
。
子
ど

も
保
険
料
に
つ
ぃ
て
は
全
国
知
事
会
を
通

じ
て
国
に
要
望
し
て
い
る
。
と
の
答
弁
に

終
始
し
、
ま
と
も
に
質
問
に
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

今
回
の
陳
情
は
残
念
な
が
ら
不
採
択
に

な
り
ま
し
た
が
、
厚
生
委
員
会
で
の
陳
情

採
択
に
向
け
て
、
保
険
医
協
会
と
連
携
し

て
、
民
進
党
都
議
団
、
共
産
党
都
議
団
、

公
明
党
都
議
団
、
か
が
や
け
東
京
、
都
議

会
民
進
党
、
自
民
党
都
議
な
ど
、
こ
の
間

会
う
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
共
産
党
以
外

の
会
派
と
懇
談
・
要
請
が
実
現
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
前
進
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
次
回
都
議
会
に
向
け
、
子

育
て
支
援
拡
充
に
向
け
て
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
28
日
、
第
３
回
定
例
都
議
会
開
会

日
に
都
民
連
、
東
京
社
保
協
、
東
京
地
評

の
３
団
体
共
催
で
都
庁
前
昼
行
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

小
池
新
知
事
が
、
初
め
て
迎
え
る
都
議

会
開
会
に
向
け
て
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
東
京
地
評
の
松
森
事
務
局
長
は
、

「
築
地
市
場
の
移
転
問
題
や
東
京
五
輪
、

保
育
・
介
護
の
問
題
な
ど
、
問
わ
れ
る
こ

と
の
多
い
今
議
会
で
、
都
民
の
た
め
の
都

政
に
転
換
さ
せ
る
た
め
、
運
動
を
強
め
、

議
会
に
働
き
か
け
、
都
政
を
変
え
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安
倍
政
権
に
よ
る
戦
争
法
（
安

保
関
連
法
）
の
強
行
か
ら
１
年
と

な
っ
た
９
月
19
日
、
「
戦
争
法
を

絶
対
廃
止
に
」
と
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
が
呼
び
か
け
た
国
会

正
門
前
行
動
に
は
２
万
３
０
０
０

人
が
参
加
し
国
会
を
包
囲
し
ま
し

た
。あ

い
に
く
の
雨
の
中
、
実
行
委

員
会
を
代
表
し
て
高
田
健
さ
ん

（
解
釈
で
憲
法
９
条
を
壊
す
な
実

行
委
員
会
）
、
小
田
川
義
和
さ
ん

（
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
保
障
関
連
法
に
反

対
す
る
学
者
の
会
や
安
保
関
連
法

に
反
対
す
る
マ
マ
の
会
、
日
本
・

東
京
弁
護
士
連
合
会
な
ど
の
代
表

が
連
帯
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。



渋
谷
社
保
協
は
、
８
月
25
日
に

第
25
回
総
会
を
開
催
し
、
51
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
福

井
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
東

京
社
保
協
相
川
事
務
局
次
長
・
共

産
党
区
議
団
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
う
け
ま
し
た
。

嘉
瀬
事
務
局
長
が
、
活
動
総
括
・

方
針
を
提
案
し
、
毎
区
議
会
へ
の

請
願
活
動
や
な
ん
で
も
相
談
会
の

継
続
的
開
催
、
区
担
当
者
を
呼
ん

で
の
「
地
域
支
援
事
業
」
の
説
明

会
の
開
催
な
ど
１
年
間
の
活
動
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

方
針
で
は
、
地
域
で
介
護
・
医

療
・
社
会
保
障
改
悪
を
許
さ
な
い

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
強
化
し
な
が
ら
、
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る
こ
と
を

提
起
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
代
々
木
法
律
事
務

所
の
林
弁
護
士
が
「
生
産
能
力
の

低
い
人
間
は
、
切
り
捨
て
て
よ
い

と
い
う
発
想
を
、
社
会
保
障
を
守

る
運
動
を
発
展
さ
せ
て
克
服
し
よ

う
」
と
発
言
。
年
金
者
組
合
や
区

労
連
、
土
建
渋
谷
支
部
、
健
康
友

の
会
、
広
尾
病
院
を
守
る
会
か
ら

こ
の
間
の
取
り
組
み
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
、
総
括
・
方
針
、

予
算
・
役
員
体
制
な
ど
を
承
認
し
、

「
戦
争
法
を
廃
止
し
、
社
会
保
障

改
悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
発

展
さ
せ
よ
う
」
の
特
別
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。

第
２
部
の
記
念
講
演
で
は
、
全

日
本
民
医
連
の
林
泰
則
事
務
局
次

長
を
講
師
に
、
「
介
護
保
険
は
ど

う
な
る
か
」
と
題
す
る
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

八
王
子
社
保
協
は
、
９
月
25
日

に
「
無
料
な
ん
で
も
相
談
会
」
を

八
王
子
労
政
会
館
で
開
催
し
、
法

律
相
談
や
医
療
・
介
護
相
談
、
歯

科
、
税
金
、
年
金
、
生
活
保
護
相

談
な
ど
の
べ
23
人
が
相
談
に
訪
れ
、

八
王
子
社
保
協
加
盟
団
体
の
７
人

の
専
門
家
が
相
談
に
乗
り
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
こ
の
相
談
会
を
掲

載
し
て
く
れ
た
タ
ウ
ン
誌
「
シ
ョ
ッ

パ
ー
」
が
配
布
さ
れ
て
い
る
八
王

子
地
域
と
日
野
市
、
八
王
子
駅
で

の
駅
頭
宣
伝
で
の
チ
ラ
シ
配
布
で

案
内
を
受
け
取
っ
た
方
が
相
談
に

み
え
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
市
内
全

域
か
ら
集
ま
り
や
す
い
公
的
な
場

所
で
開
催
す
る
こ
と
や
、
複
数
の

タ
ウ
ン
誌
に
掲
載
を
依
頼
す
る
こ

と
。
法
律
相
談
が
過
半
数
を
占
め

る
こ
と
か
ら
、
弁
護
士
な
ど
の
専

門
家
の
参
加
な
ど
の
対
策
が
必
要

な
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

町
田
社
保
協
は
、
高
齢
者
全
都

共
同
行
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、

介
護
・
医
療
な
ど
17
項
目
の
高
齢

者
要
求
を
町
田
市
に
提
出
し
、
８

月
18
日
の
懇
談
会
で
回
答
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
回
答
内
容
は
以

下
の
通
り
で
す
。

①
健
康
診
査
費
用
を
無
料
に
す

る
こ
と
。
（
回
答
）
皆
様
に
健
康

を
意
識
し
て
頂
く
た
め
に
有
料
と

し
て
い
る
。
②
来
年
も
国
保
税

（
料
）
を
引
き
上
げ
る
の
か
。

（
回
答
）
今
年
も
20
％
引
き
上
げ

た
が
、
そ
れ
で
も
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
解
消
に
至
ら
な
い
の

で
、
毎
年
税
率
の
見
直
し
を
行
う
。

（
な
お
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た

国
保
運
営
協
議
会
で
平
均
４
・
58

％
の
値
上
げ
案
が
諮
問
さ
れ
た
）

③
昨
年
度
は
国
保
特
別
調
整
交
付

金
が
１
億
２
千
万
円
交
付
さ
れ
た

が
、
そ
の
内
容
は
（
回
答
）
資
格

証
明
書
交
付
世
帯
は
滞
納
世
帯
の

26
・
８
％
超
（
26
市
平
均
３
・
２

％
）
、
差
押
え
は
６
３
２
件
（
滞

納
世
帯
比
８
・
45
％
）
で
そ
の
内

訳
の
殆
ど
が
預
貯
金
。
こ
の
交
付

金
を
低
所
得
者
等
の
保
険
料
軽
減

に
と
要
望
し
た
が
、
回
答
は
な
か
っ

た
。こ

の
懇
談
会
に
は
、
町
田
社
保

協
を
は
じ
め
年
金
者
組
合
や
守
る

会
、
新
婦
人
、
町
田
地
区
労
な
ど

か
ら
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
町
田
社
保
協
通
信
よ
り
）
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清
瀬
市
の
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、
現
在

４
４
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
「
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
中
で
、
小
規
模
特
養

ホ
ー
ム
を
１
施
設
（
定
員
29
人
）
建
設
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
市
議
会
で
、
共
産
党
深
澤
市
議
の
質
問

に
対
し
て
、
市
は
「
東
京
都
か
ら
中
里
団
地
内

の
候
補
地
選
定
を
急
ぐ
よ
う
打
診
が
あ
っ
た
が
、

手
を
あ
げ
る
社
会
福
祉
法
人
が
無
い
の
で
、
第

６
期
中
の
建
設
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
計
画
と
い
う
の
は
市

民
と
の
約
束
ご
と
で
す
。
高
齢
者
は
「
長
生
き

す
る
な
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
清
瀬
社
保
協
も

参
加
し
て
「
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
を
求
め
る
清

瀬
の
会
」
を
結
成
し
、
清
瀬
市
と
の
交
渉
や
運

動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
面
、
介
護
に
悩
ん
で
い
る
家
族
や
、
特
養

ホ
ー
ム
の
入
所
を
待
っ
て
い
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
５
０
０
枚
の
回
収
を
目
標
に
、
「
介
護
問

題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
８
月
末
で
68
人
の
方

か
ら
回
答
）
あ
わ
せ
て
、
市
内
に
５
ヶ
所
あ
る

特
養
ホ
ー
ム
の
見
学
会
の
開
催
や
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
（
サ
高
住
）
の
見
学
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

（
特
養
ホ
ー
ム
を
求
め
る
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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